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[image: image3.bmp]「食道楽の人」村井弦斎は、一流の調理人たちを招いて

[image: image4.bmp]来客が増えて夫人だけで間に合わなくなると、引退した米国公使館の専属コック加藤桝太郎が雇われて西洋料理に腕を振るいました。また江戸時代から続く浅草の料亭八百善の八代目主人､栗山善四郎や、むきものの腕では日本一と言われた生稲源兵衛らも日本料理の冴えを堪能させました。米国から帰国して間もない森永太一郎がマシュマロを作ったこともあります。村井家の子供たちは、のちに森永製菓の創業者となる太一郎を、親しみを込め「マシマローの小父さん」と呼んでいたそうです。
また、味の素の創業者の鈴木三郎助、カルピス創業者の三島海雲、それ以外にも、全国から大勢の食品関係者たちから、試食をしてもらいたい、意見を聞きたい、と”平塚詣で”に参集している。

平塚が生んだ小説家　　村井弦斎　「食文化のパイオニア・・・」

 「二十世紀の予言」・・・百年後の世界
　20世紀の最初の年、1901年（日本では明治34年）。この年の１月２・３日「報知新聞」に掲載された「二十世紀の予言」という記事には、20世紀中に達成されるであろう、２３項目の未来予測が記されています。その中のいくつかを見てみましょう。

「無線電信及び電話　マルコーニ氏発明の無線電信はいっそう進歩して，ただに電信のみならず，無線電話は世界諸国に連絡して，東京に在る者が倫敦［ﾛﾝﾄﾞﾝ］，紐育［ﾆｭｰﾖｰｸ］にある友人と自由に対話することを得べし。」

「遠距離の写真　数十年の後，欧州の天に戦雲暗澹［ｱﾝﾀﾝ］たることあらん時，東京の新聞記者は編集局にいながら，電気力によりてその状況を早取写真となすことを得べく，しかしてその写真は天然色を現象すべし。」

「七日間世界一周　十九世紀の末年に於いて少なくとも八十日を要したりし世界一周は，二十世紀には七日を要すれば足ることなるべく，また世界文明国の人民は，男女を問わず必ず一回以上世界漫遊をなすに至らん。」

「暑寒知らず　新器械発明せられ，暑寒を調和するために適宜の空気を送り出すことを得べし。阿弗利加の進歩もこのためなるべし。」

「植物と電気　電気力を以って野菜を成長することを得べく，しかして空豆は橙［ﾀﾞｲﾀﾞｲ］となり，菊，牡丹［ﾎﾞﾀﾝ］，薔薇［ﾊﾞﾗ］は緑，黒等の花を開くものあるべく，北寒帯のグリーンランドに熱帯の植物成長するに至らん。」

「写真電話　電話口には対話者の肖像現出するの装置あるべし。」

「買物便法　写真電話によりて遠距離にある品物を鑑定し，かつ売買の契約を整え，その品物は地中鉄管の装置によりて，瞬時に落手することを得ん。」

「電気の世界　薪炭，石炭ともに尽き，電気これに代わりて燃料となるべし。」
「鉄道の速力　十九世紀末に発明せられし葉巻煙草形の機関車は大成せられ，列車は小家屋大にてあらゆる便利を備え，乗客をして旅中にあるの感なからしむべく，ただに冬期室内を暖むるのみならず，暑中にはこれに冷気を催すの装置あるべく，しかして速力は通常一分時に二哩［ﾏｲﾙ］，急行ならば一時間五十哩以上を進行し，東京，神戸間は二時間半を要し，また今日四日半を要する紐育［ﾆｭｰﾖｰｸ］，桑港［ｻﾝﾌﾗﾝｼｽｺ］間は一昼夜にて通ずべし。また動力は勿論石炭を使用せざるを以って，煤煙の汚水なく，また給水のために停車することなかるべし。」

「市街鉄道　馬車鉄道及び鋼索鉄道の存在せしことは老人の昔話にのみ残り，電気車および圧搾空気車も大改良を加えられて，車輪はゴム製となり，かつ文明国の大都会にては，街路上を去りて空中及び地中を走る。」

「鉄道の連絡　航海の便利至らざるなきとともに，鉄道は五大州を貫通して，自由に通行するを得べし。」

「暴風を防ぐ　気象上の観測術進歩して，天災来たらんとすることは一ヶ月以前に予測するを得べく，天災中のもっとも恐るべき暴風起こらんとすれば，大砲を空中に放ちて，変じて雨となすを得べし。されば二十世紀の後半期に至りては，難船，津波等の変なかるべし。また地震の動揺は免れざるも，家屋，道路の建築はよくその害を免るるに適当なるべし。」

「人の身幹　運動術及び外科手術の効によりて，人の身体は六尺［約１８０cｍ］以上に達す。」

「医術の進歩　薬剤の飲用は止み，電気針を以って苦痛なく局部に薬液を注射し，また顕微鏡とエッキス光線の発達によりて，病原を摘発してこれに応急の治療を施すこと自由なるべし。また内科術の領分は十中八，九まで外科術に移りて，後には肺結核のごときも肺臓を摘出して腐敗を防ぎ，バチルスを殺すことを得べし。しかして切開術は電気によるを以って，些かも苦痛を与うることなし。」

「自動車の世　馬車は廃せられ，これに代わるに自動車は廉価に購うことを得べく，また軍用にも自転車及び
自動車を以って馬に代わることとなるべし。従って馬なるものは，わずかに好奇者によりて飼育せらるるに至るべし。」

「人と獣との会話自在　獣語の研究進歩して，小学校に獣語科あり，人と犬，猫，猿とは自由に対話することを得るに至り，従って下女，下男の地位は多く犬によりて占められ，犬が人の使いに歩く世となるべし。」

「電気の輸送　　日本は琵琶湖の水を用い，米国はナイヤガラの瀑布によりて水力電気を起こして，各々その全国内に輸送することとなる。」

身近な生活における未来予測となっている。

この当時、テレビもラジオも飛行機も、まだ発明されていませんでした。２１世紀となった現在、驚くほどその予言の多くは実現され、的中率の高さには驚かされます。
　百年前に「食育論」・・・・・食育基本法(平成17年7月15日施行)　
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村井弦斎は文久3年(1863年)、現在の愛知県豊橋市に生まれました。


創立間もない東京外国語学校に学んで米国へ留学し、帰国後「郵便報知新聞」の記者となりました。明治34年正月、「報知」に掲載された「二十世紀の豫言」は、百年後の世界をみごとに言い当てた記事として有名ですが、その筆者は弦斎といわれています。また連載小説『食道楽』や『日の出島』などは国民的な人気を呼び、大衆作家の先駆けともいわれました。


明治37年暮れ、弦斎は旧平塚町東浜岳（現在の平塚市八重咲町・松風町）に16,400坪の屋敷を構えて住み、多嘉子夫人との間に生まれた3男3女を育てました。広大な屋敷を求めたのは、邸内に菜園、果樹園、畜・鶏舎を作って、当時としては手に入れることがかなり難しかった食材を自ら調達するためでした。弦斎邸には東京から一流の調理人が呼ばれて腕を振るい、新鮮で豪華な料理の数々は招かれた人々の舌を楽しませました。文字通り小説『食道楽』に描かれた世界が実践されたのです。


食文化の向上と小説の大衆化に寄与した弦斎は膨大な著作を残し、昭和2年（1927年）7月、64歳で平塚に没しました。





「国民が健全な心身を培い、豊かな人間性をはぐくむため、食育に関する施策を総合的かつ計画的に推進すること等を目的とした「食育基本法」が施行されました。」


村井弦斎は百年前に『食道楽』の中で「食育論」を説いている。日本の教育体系は、明治時代から「知育・徳育・体育」の三育を基本としてきているが、それに対して弦斎は、「食育」の方がもっと大事だと主張したのだった。さらに、彼はこの「食育」という概念を社会に広く普及させる目的で、次のような歌もつくっている。�　「小児には徳育よりも智育よりも体育よりも食育が先き」　とある。





　また、村井弦斎が最も力をいれたのが、三つの原則である。


〈食物の原則〉�　　一、成るべく新鮮のもの　　　　　　　


　二、成るべく生のもの�　　三、成るべく天然に近きもの　　　　　　


四、成るべく寿命の長きもの�　　五、成るべく組織の緻密なるもの　　　　


六、成るべく若きもの�　　七、成るべく場所に近きもの


八、成るべく刺戟の寡きもの�　〈料理の原則〉�　　一、天然の味を失はざる事　　　　　　　


二、天然の配合に近からしむる事�　　三、消化と排泄との調和を謀る事�　　四、五美を具ふる事（五美とは味の美、香の美、色の美、形の美、器の美）�　〈食事法の原則〉�　　一、飢を待って食すべき事　　　　　　　　


二、良く咀嚼する事�　　三、腹八分目に食する事　　　　　　　　　


四、天然を標準とする事














